
「
専
門
調
査
会
の
現
地
調
査
の
様
子
」 

 

日
時 

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
五
日
（
土
） 

◆
出
席
者 

専
門
調
査
会 

 
 

 

陣
内 

委
員
（
法
政
大
学
教
授
） 

 
 
 
 
 

 

伊
藤 

委
員
（
東
京
理
科
大
学
教
授
） 

 
 

文
化
庁
（
伝
統
的
建
造
物
群
部
門
） 

 
 
 

 

島
田 

主
任
文
化
財
調
査
官 

 
 

山
梨
県
教
育
庁
（
学
術
文
化
財
課
） 

 
 
 

 

田
中 

課
長 

 
 
 

 

野
代 

主
査 

 
 

甲
州
市 

 
 
 

 

保
坂 

教
育
長 

曽
根 

文
化
財
課
課
長 

 
 

 
 
 

 

ほ
か
、
文
化
財
課
担
当
職
員 

 

 

◆
午
前
十
時
～
十
一
時 

 

市
役
所
に
て
上
条
集
落
の
概
要
説
明 

◆
午
前
十
一
時
三
十
分
～
十
二
時 

 

甘
草
屋
敷
の
見
学 

 
 

 
 

甘
草
屋
敷
の
主
屋
で
は
雛
飾
り
の
展
示
が
終
わ
り

兜
飾
り
の
展
示
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
付
属
屋

を
子
ど
も
図
書
館
と
し
て
利
活
用
し
て
い
る
こ
と
に

評
価
が
あ
り
ま
し
た
。 

          

◆
午
後
一
時
～
三
時 

 

上
条
集
落
の
現
地
調
査 

（
福
蔵
院
～
金
井
加
里
神
社
～
集
落
へ
） 

 
 

 
 

金
井
加
里
神
社
か
ら
集
落
へ
入
る
様
子
。
古
道
を
抜

け
て
開
け
る
視
界
の
先
に
集
落
が
広
が
る
。
こ
の
景
観

に
関
心
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。 

 

  

上
条 

報告 
第７２号 
平成２７年５月 

 
 

甲州市教育委員会 
☎32‐5076 

 

先
月
四
月
二
十
五
日
（
土
）
に
文
化
庁
の
専
門
調
査
会

の
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
町
村
に
よ

る
申
し
出
を
受
け
て
行
わ
れ
る
現
地
調
査
で
、
当
該
地
区

を
国
と
し
て
重
伝
建
に
選
定
し
て
よ
い
か
判
断
す
る
ひ
と

つ
の
要
素
と
な
り
ま
す
。
後
日
、
文
化
審
議
会
に
お
い
て
、

こ
の
現
地
調
査
結
果
と
事
前
に
提
出
さ
れ
た
書
類
な
ど
と

共
に
総
合
的
に
審
議
さ
れ
、
重
伝
建
選
定
の
可
否
が
決
ま

り
ま
す
。 

 

現
地
調
査
当
日
は
午
前
中
に
市
役
所
に
て
上
条
の
概
要

説
明
を
行
い
、
午
後
か
ら
集
落
内
を
歩
い
て
見
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
甲
州
民
家
情
報
館
に
て
懇
談
会
を

行
い
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
地
区
代
表
と
し
て
組
長
の
中

村
今
朝
継
様
、
中
村
一
仁
様
、
丸
山
芳
續
様
（
伝
建
保
存

審
議
会
の
委
員
と
し
て
）
に
お
越
し
い
た
だ
き
意
見
交
換

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

上
条
集
落
に
つ
い
て
調
査
委
員
か
ら
、「
ひ
な
壇
状
に
宅

地
が
並
ぶ
集
落
を
い
ろ
ん
な
高
台
か
ら
見
渡
せ
る
こ
と
」

や
「
主
屋
だ
け
で
は
な
く
付
属
屋
や
石
垣
な
ど
屋
敷
構
え

に
集
落
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
の
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
区
代
表
の
方
々
か
ら
は
今
後
の

希
望
や
課
題
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
号
で
は
現
地
調
査
当
日
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

文
化
庁
の
専
門
調
査
会
の 

現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

概要説明の様子 

専門調査会の委員と主任調査官 

甘草屋敷の見学 金井加里神社から集落へ 



（
観
音
堂
～
中
村
好
洋
宅
～
中
村
一
仁
宅
～ 

中
村
朝
幸
宅
～
中
村
笹
子
宅
） 

 
 
 
 

 

        

 

◆
午
後
三
時
～
四
時 

 

甲
州
民
家
情
報
館
に
て
懇
談 

 
 

 
 

地
区
か
ら
は
組
長
の
中
村
今
朝
継
様
、
中
村
一
仁

様
、
丸
山
芳
續
様
（
伝
建
保
存
審
議
会
の
委
員
と
し
て
）

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

調
査
委
員
よ
り
調
査
を
終
え
て
の
感
想 

 
 
 

・
地
形
が
豊
か
で
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
複
数
の
高
台

か
ら
集
落
を
見
渡
せ
る
環
境
が
す
ば
ら
し
い
。 

・
養
蚕
を
支
え
た
主
屋
に
そ
れ
ぞ
れ
迫
力
が
あ
り
、
ま

た
、
付
属
屋
や
石
垣
な
ど
を
含
め
た
屋
敷
構
え
に
歴

史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
集
落
と
し

て
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
点
が
よ
い
。 

・
金
井
加
里
神
社
か
ら
集
落
へ
至
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
す

ば
ら
し
い
。 

 
山
梨
県
よ
り
調
査
を
終
え
て
の
感
想 

・
今
後
県
の
政
策
と
し
て
も
上
条
集
落
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
。 

 

地
区
代
表
よ
り
ご
意
見 

 
 
 

・
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。（
防
災
、

駐
車
場
、
公
衆
ト
イ
レ
、
電
柱
地
中
化
な
ど
） 

 
 

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
対
策
を
講
じ
て
ほ
し

い
。 

 

  

地
元
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
本
年
二
月
に
甲
州
市
の

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
地
区
決
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
上
条
集
落
の
見
学
会
を
企
画
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

歴
史
を
積
み
重
ね
往
時
を
想
わ
せ
る
す
ば
ら
し
い
景
観

（
歴
史
的
風
致
）
を
広
く
内
外
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
け

る
機
会
で
す
。 

 

農
繁
期
に
入
り
お
忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
お
時
間
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

  

日 
 

時 
 

五
月
二
十
三
日
（
土
） 

 

午
前
九
時
～
正
午 

 

 

集
合
場
所 

 

福
蔵
院 

駐
車
場 

 

参
加
費 

 
 

無
料
（
申
し
込
み
不
要
） 

観音堂の見学 

中村好洋宅 

中村好洋宅（池） 

いけ 

西側山腹より集落を見ている 

いけ 

中村一仁宅 

いけ 

道祖神場 

いけ 

懇談の様子 

いけ 

北東側山頂からの集落の眺め 

いけ 


